
グローバル人材育成の試み(2)

台湾研修旅行を実施して

1.はじめに

2013年 W 月20日(田~21日(木)、 4泊 5日の台湾符H劉笊行を学校行班として

行い、 1年生~3年生の生徒22名を教員2名が引率した。

プログラムの主貝的は台北市立第一女子高級中学校(通称北一女)との学校交流・

ホームステイである。北一女は 1904年創立、全校生徒数約3000名の大灯井葵校で、台

北市のナンバーワン女子高校である。

北一女との交流のスタートは2007年にさ力ψ)ぽる。今回の研修旅行でも後援をし

ていただいたNP0法人ベーシックライフインフォーメーション協会(理事長:田代

實範氏、理事.加吋慕美智子氏、浅田豊氏、以下ベーシックと口御を通じて北一女から

本校との交流の希望が届き、 20岬印・12村に校長他教員2空,が来日し、本校を訪れた。

20四年H 列には北一女の人文クラスの生徒20名が来校し、授業・ホームノレーム・

クラブ活動等の交流を行った。さらに2010午Ⅱ月に石井が台北に赴き、北一女を訪

問した。そして2013年の 3月に「10月詑日(火)に学校交流ができるように準備し

て台北でお待ちしていまt。」とのご連絡をいただいた。校内企画運営委員会での検

討を経て、 5月16日の教員会議で交流事業の実施が承認され、今回の研修旅行が笑

現した。

本校では学校行事として生徒の海外研修を行うのは、20小1年・3門22日~31日にオー

ストラリア・マクロプ高校との交流に生徒9名を教員2楽,が引率して四P郭経費は学

長裁量経讐)以来、久しぶりのことである。 2悦2年末にイオン1%クラプの主催の日

中高校生交流事鞭で妬右の生徒を1名の教員が引率して北京を訪閥し、学校交流や

ホームステイを行0た経験があ0たことが大変参考にはなったが、旅行の企画、生徒

募集、事前指導、北一女との述絡調整、事後指導、報告書の作成等、一連の流れは決

してスムーズとはいえないものであった。しかし今回の経験から、学校行事として生

徒を海外に引率tるためのノウハウについて様々な知見を得ることができた。ここ1,こ

記録をとどめ、今後の国際交流・グローバル人材育成の手がかりとしたい。(石井)

朋子

みどり

美千世

副校長

主幹教諭

地理歴史科・仕也理)

2.旅行行程

旅行行1呈としては 10月22日(火)の学校交流、その夜の北一女生徒宅でのホーム

ステイを中心に計画を行った。10円 19日(金)まで2学期の中闇試験があることから、

11ヨおいて 10 珂 20日(日)出'発の4泊 5日とした。台北以外にもいろいろ見所は考
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えられたが、移動の効率や費用の点から、宿拍はtべて台北市内とした。また、台湾

の歴史、文化、貌在の臼本とのぼH系などを中心に、北一女との交流以外の見学地等を

避択した。商校生の交流という視点で、国立台湾戯曲学院での交流を追加した。城兆冬

的にできあがった旅行の日程表を資料①に示す。(石チ衿

3,生徒募集と選抜

7月4日の教員会議で突施要項突が承認され、直ちに参加者募集を行った。夏休み

前に参加者を決定tるためのぎりぎりの日程であ0た。全校に配布した参加者募集の

お知らせを資料②に示t。定員20名に対して誕名のj亦募があ0た。学年の内訳は3

年1瑠、 2午24名、 1年29●であ0た。様々な条件から引率教員2名を含め金体を

24 名とすることとした。生徒22名の参加者は以下のように決定した。まず、昨年度

の日中商校生交薪蔀弁業、今年度のアジア・エニリーダーズの参加者は除外とした。次

に3年生の応募者1空.と、昨年度の日中高校生交流事業および今年度のアジア・エコ

リーダーズ両方に応募者Lて、選にもれた3名を優先的に決定した。残る 18名の枠

を 2年生]2 名、 1年生6名と 2年生を優先し、抽選で決定した。ただし、 1年生は

全体枠が少ないので、クラスの偏りがないように、各クラス2名ずつとした。アジア・

エコリーダーズのプログラムとは区別し、語学力や^1'倫文による選抜は行わなかった。

この石耐虜旅行への参加が鬮際交流等への興味寸燭心・意欲を持つきっかけになれぱよ

いと考え、希望者になるべく平等にチャンスがあるようにと考えた結果であ0た。最

終的には3年生 1名、 2年生 15名、 1年生6名となった。

参加が決ま0た生徒には阜.速パスボートの于配、仙繍斐者の参加承諾書、ホームステ

イ先決定のための仟拜磁是供となるパーソナノレ情報(英語版)の提出の速絡を行った。

パーソナル斧神&には生徒の趣畩などに加え、アレルギーや食べられない食品の有無な

ども記載できるようになっている。咋年の日中高校生交流事業の1捺にイオン1%クラ

ブから求められた1.、のを一部改訂して使用した。(石井)

4.事前指導および事前準備

研修旅行の実施力V゛度途中の5月に決定したため、受け皿となる分掌がなく、主幹

教諭として見学地の選ぢょり副校長とどもに任に当た0た。コースなど実施要項の決

定は7月4日、参加生徒の決定は終業式の前日(7月18 勵となり、事前指導は急

ごしらえで進んだ、しかL事前指導を単独で担当tることは難しくなり、後述の係の

うち「しおり作成」係の指導を北原武教諭に、陸R告・報告集作成」係の指導を引率

者のひとりである菊池美下1辻教諭に依頼した。

参加生徒の最初の集合は7月19日、終業式後のホームルームのあと参加生徒訟名

を集め、副校長からの諸連絡のあと係分担と事前学習についての連絡を行った(資料

③)。(石出)

(お代表処台湾紹介
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今回の北一女との学校交流が決定Lたことを受けて、台北駐日経済文化代表処に

この交流を応援していただける上う、ベーシックを通じて連絡を取っていただいた。

6月に石井が出向き、当時の副代表・黒砂申燦氏、教育組組長・林文通氏、教育組秘書・

王群"鳥氏と而会、感援をお願いした。主た、その際に代表処の方に本校においでい

ただきたいという希望をお話ししておいた。これが実現し、 1、学期の終業式の日に

教育組秘、書・王鴻鳴氏が来校された。通常終業式は体育館で行うところを、この挺

はナd孚講堂に変更した。終業式終了後、台湾全体の紹介を王氏のお話とDVDの映

像を通じて行0ていただいた。事前指導の手始めとして、台湾全体を概観すること

ができた。また、交流に参加す、る生徒だけではなく、全校生徒が話を聞く機会をも

てたこともよかったこ七である。(石井)

(2)係分担

参加生徒は学年・クラスをまたがる多様なメンバーのため、 2年生各クヲスから

1名、 3年生は 1名のため本人、 1傑生は創'6名から 1空.の連絡係を選出した。そ

の際「全員が希望して抽選の結果参加可能となったのだから、誰もが積極的なはず

である」と添えると、希望tる手がtぐ挙が0た。

続いて「Lおり作成」t交流(会)企画」牛艮告・報告集"訪戈」の係が必要である

ことを説明し,決定Lたぱかりの速終係(まとめ役)の生徒に係決めの司会、記録

を担当させた。 3 グループの人数は均等、連罰劃系もどこ力ψ)係に入ることとする。

メンバーが決まると係別に分かれ、各係長を決めさせた。これらの分担_は修学旅行

等の方式をなぞっている。

「Lおり」は旅行社が作成する旅程表とは別に、投程や名締、部屋割りを示す1゛

ので、ステイ先一覧、持ち物りスト、交流会で歌うことになった歌の楽譜、各訪問

先についての説明も1蔀汝された。「交流(会)企画」係は北一女との学校交流や他

の公的訪問のため準備が必要と壱えた。生徒には tこの旅行は研修と友好のための

学校交流、ホームステイなのだから、お客さんとしておもてなしを受けるだけでは

いけない。本校や自分、日本を英語で紹介する他に、台湾の方達と楽しいひととき

を過ごせる何かを用意すること」と伝えた。「楳告、都告集作成」係は、帰倒後こ

0薪径験を参加者以外の生徒と共有寸るため、鞁告会を設け、報告集も作成すること

を見通Lて用意した。生徒は仕事d)内容や時期を老えて選んだようである。 9月に

入ってからは係の進行が滞らぬよう、プリントやメーノ城羽で連絡を重ねた。(資料

④⑤⑥)(石撫)

(3)映像で学ぶ台湾

世界史1旦当教諭として、授業で台湾の歴史を充分には扱えないため、旅行前に事

市片旨導が必要であると考えた。しかし急な決定のためも島り、夏休み中に多くの参0 、

加生徒が登校できる撰程は、 2Π間であることがわか0た。それも3年生の世界史

補習日と重な0たため、映像を用いた学習とすることにした。しかし候補と毒えた

作晶寸まDVD地されていなかった"、入手が間に合わないことがあ"、「台湾人生」
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(20四年、酒井充子監督)と「冬冬の夏休み」(19艇年、侯孝賢馬t督)を用意した。

進め方は当Π鑑賞前に作配.の背景について資料を配布、短い仰歸兇をし、途中説明の

必要な筒所で休止して説明、終了後に質疑応答、感想の交換という流れである。

ドキュメンタリー映画「台湾人生」は、日本統治時代に「日本人」として生まれ育ち、

戦後倒民党矧蔀台、1947年の2.28事件を経験した今は高齢となった人々へのインタ

ビューだが、複剥財U疹史菅景を知らないと憂飴ギは難しい。監督の同名の薯書『台湾

人生』からの抜枠とDVDの資料からの1劇準、『知っておきたい中国Ⅲ台湾・香港・

マカオ』 a9鮖作、青木1!."鋤からの抜枠を資料として配布し、紗肺扇の映画「台湾

アイデンティティー」が折しも都内で上映中であると銑訟欺を勧めた。

「冬冬の夏休み」は台湾を代表する侯孝賢監督の作品で、監督の白伝的なノスタ

ルジックな作品である。少々古、い感じはtるが,舞台となる台湾の農村部やかつて

の日本と冏じ子どもたちの夏休み、戦後の村に日本統治時代が見え隠れすることを

知0てほしいと芳えた。

また2,孚期に入り、 7月の学習会に闇にあ力なかったDVDを入手できたので、

文化祭後の 10月].日に「臼本統治下の台湾・南進台湾」から一部分を鑑賞した。

この作品は日本が設置した台湾総督府の後援で製作された昭和N隼の国策記録映

画で、国立台湾歴史博紗血官で20船年に発見されたフィルムを修復、 DVD化した

鞍前の台湾を知る貴重な映像である。(石出)

(4)調査レポート、レポート発表会

2学期にレポート発表を行う二とを前提に,夏休み中台湾に関連するテーマを各

自設定し、捌べることを課題とした。参肴資料・となる舗冊のブックリストを作り、

配布tる。提出日は9阿 1日、内容はあらかじめ発表用のレジュメにまとめさせた。

それぞれが選んだテーヤは資料④のとおり、資料⑦⑧⑨に例を示す。

発表は当初は9月21、 22日の文化祭終了後でなけれぱ、難しいと芳えていた。

しかし中国語の学習や歌練習、交流会の紳習も重なり日程はきつい。連絡係の生徒

に儒談tると、できるだけ単く進めようということになり、唯一の3年生にテーマ

別に分け発表順をぢぇるよう指示した。その分類に従い、 9月Ⅱ日、13資の昼休

みに社会科教室で発表、教員にも参加を呼びかけた。しかし2回では22名分を終

えることはできず、 9月18日に 3鳳めの発表会をもった。

発表会では雛者は印刷など裏方に廻り、出欠チェック、司会進行を連絡係生徒に

任せる肉主的な運営を心がけた。ここでは1年生と2年生の間に発衷のあり方や内

容で大きな遵いが習立0た。 1年生自身t,差を感じたことと思う。通常の学習では

学年混交で同じ課題に挑戦する機会はほとんどない。 1年1年の伸びが大きい高校

生の時期ゆえに俗立0たのだが、このように上級生の発表を目の当たりにtること

も、下級生に良い剌激となったとぢぇる。(石出)

(5)歌練習

9阿26日の放課後、ベーシックカ冊畢美智子氏のお知り合いの張瑞銘先生が来校
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され、交流会で歌う予定の阿里山と歌望春風U の歌唱指導をしてくださうた。

慣れない中国語の発音は難しく想われ六が、台湾訪問は3週間後に迫り、少しずつ

現実味を帯びていった(石出)

(6)中国語会話練習

9月2日、お茶の水女子大学の学生キャリア支援チームに中国語(北京語)会

話の初歩レッスンのための求人票を提出した。留学生、できれぱ台湾出身の方との

条件をつけたところ、13日に博士後期課程に在学中で台中市出身の王湘樒さん(比

較社会文化学専攻、研究テーマは中国語と日本語の対照研究)と連絡がとれ、文化

祭終了後の30日と 10月2日の2回、放課後にレッスンを行った。テキストは市販

の中国語テキストからq、要と思われる部分をコピーし、配布したその後王さんに

ICレコーダーに録音していただいた音声を生徒に渡し、レッスンの時間不足を

補った。高校生どぅしの交流は英語で可能でも、訪問先へのマナーとして、またホー

ムステイを円滑に進めるためにも、

挨拶や自己紹介の准備が必要だと指
a

導した。

以上(3)から(6)の事前指導

のうち、レポート発表を除く3つに

は参加できなかった生徒もおり、全

員が出席したわけではない。しかし
^

途中退出も可とし、生徒はできるだ

け参加するよう努めた(石出)

(フ)その他の事前準備

9月22日(勵、文化祭の2日目の午後に、参加者の保護者説明会を行った。準

備の進行状況を説明するとともに、旅行費用の振り込み、旅行保険の申し込み、ホー

ムステイ先へのおみやげ品の用意などについて説明を行った。

北一女には参加生徒が決まったところで、ホームステイ先決定の参考資料として

生徒のパーソナル情報(英語版)を送った。併せて、台北での見学地として、北一

女の目の前に位置する総統府と台湾賓館の手配をお願いした。この2力所について

は旅行業者を経由するよりは学校経由がよか0たようである。また、10月22日の

学校交流の翌日の見学スケジュールに、引き続き北一女の生徒に同行してもらえな

いかということを問い合わせていたが公欠の規定が厳しく欠席扱いになってしま

うため、保護者の同意が得られないとのことであった。

さらにホームステイ先が決定したら、こちらから送0たものと同じ形式でハーソ

ナル情報を送ってくれるようぉ願いした残念ながら出発までにこれらの情報は届

かなかった。ホームステイ先の生徒のメールアドレス覧が届いたので、出発前に

こちらからメールを出して、定の倩報交換をしておくようにとの指示を出した

中国語レッスン



あちらからは迷者な司オ薪吾でメールが来た例もある一方、出発までに連絡が取れず

じまいの生徒もいた。最終的にはホームステイ先0>賭粗が全くない生徒と、かなり

事舗に恬報交換ができていた生徒が扮り、ぱらつきが大きか0た。あちらも6円末

から夏休みに入っていたこと、こちら0并爪遭生徒の決定が7月後半になってしまっ

たごとなど、并剣脳の時聞が短かったことが反省としてあげられる。(石井)

4.実施

(1) 5日間の流れ(生徒報告書より)

5日間の行動の流れ全体は資料①の貸程安を参照されたい。現地での変更は、 2

日目、外交部主催の昼食会が盛り上がり、時嗣が長くなったため、ニニハ和平公園

の見学ができず、車窓から位置を群疏忍寸るにとどまったごとである。その他はほぽ

予定通りのスケジニールをこなtことができた。

(2)北一女との学校交流とホームステイ

今回の研修加汗丁のメインイベントは北一女との学校交流および生徒の家庭での

ホームステイであ0た。 5日劉の日程の3日目から4日賃にかけて行われた。おお

よそのスケジュールを以下に示t。

当藝バスが北一女に到着すると、正門前で、生徒たちが出迎えてくれ、ホームス

テイ先の北一女の生徒とお茶の水の生徒がぺアになってホールに向かい、早速自已

紹介が始まった。緊張していた生徒もすぐにうち解けた雰閥気となった。

続いて始まった歓迎式では、日本語が堪能な北一女の生徒(交流大使)が進行役

を務め、北一女張校長の挨拶、お茶高冶井副校長の挨拶、記念品の交換が行われた。

その後映像と交流大使による説明で、北一女の学校紹介が行われた。最後に余員で

記念撮影を行った。

10月22日(火)

9:20

9:40

北一女到着、ペアとなる生徒と対面

歓迎式・校長挨拶、副校長挨拶、記念品交換、

北一女学校紹介

総統府見学

台北賓館見学

昼食

キャンパスツァー

授業参加

HR参加

部活参加

お茶高の学校詔介他

ホームステイに出発
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10月23日(フK)

8:00

8:30

その後、徒歩で学絞のすぐ前にある総統府に向かい見学を行0た。総統府の見学

は事前申し込みが必要であり、団体見学が主のようで、北一女の生徒も楽しみにし

ていたようだ。また、その後に向かうた台北賓館はH本統治時代の総督公邸で、現

在は台湾政府外交部が迎賓館として使用している処であり、一般には月に]嬰しか、

公朋されていない。今回本校からお願いして、北一女から外交部に特別の参観の許

可を取っていただいたものであった。北一女の生徒も初めて見学司、る生徒がほとノν

どであったようである。どちらも担当者がいて、北一女の生徒には中国語で、本校

生徒には日オ爺吾で説明が行われた。生徒同士がぱらぱらになってしまったのは残念

であったが、どちらの施設も、譯しい説明を聞き、その建物に身を価K ごとで、日

本統治胎イ七の台湾と臼本の関係に0いて、実感を持って壽えることができた。大変

貴重な体験であった。

北一女に戻り、昼食後、生徒たちは4~5人ずつの5つのグループに分かれて生

徒と交流を行った。交流した授業、 HR、音艇舌動を以下の表に示t。北一女の生徒

たちはどのグループでも大変明るく元気があり、フレンドリーな雰囲気で本校生徒

を迎え入れてくれていた。亨晶吾のクラスでは本校生徒か一人ずつ英語で自己紹介を

行ったり、数学のクラスではグループで意見を出し合いながら問題を解いたりして

いた。

系、ーノ、ー

グノレーフ クラブ'_1i
クラス名

生徒登校

北・一女出発

Dessert club

Science club
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クラブ減゛力を終えた生徒たちは再びホールに戻り、本校の学校紹介等を行った。

交流係の生徒7名が担当した。生徒自身が日常感じているお茶高の特色を、校風、

学習、行事、部活動などに分け、それぞれ原稿を用意し、英語に直して詐印侍を行0た。

また、説明のための写真も生徒たちが自ら選んで用意した。出発前から難備をして

いたが、現地に着いてからも漉前までスビーチの練習を行っていた。当日はそれぞ

れ係の生徒は緊張しながらも、お茶高の特色や良いところを北一女の生徒に理解し
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てもらうため、元気{こ堂々とアビールしていた。最後に全員で中国語の歌を披露し

た。ずっと練習してきた「阿里山乃歌」と手話が入る「世界にーつだけの花」の2

抽で、ピアノ伴奏も生1走が分担した。「世界にーつだけの花」は北一女の生徒もー

緒に歌0てくれたらいいな、と係の生徒が券えての選曲だったが、予想通りに唱和

がおこり、交流会を締めくくることができた。その後三々五々ペアで連れ立ってホー

ムステイに向かった。

翌日は8時に悉製交、北一女の生徒たちに見送られ、 8時30分には、バスが学校

を後にし、新竹、のサイエンスパークに向か0た。級告書から学校交流を取り士.げた

もの、ホームステイの報告のいくつかを資料⑩に転哉tる。

(3)国立台湾戯曲学院との交流

国立台烈孤没曲学院は、台湾の伝統芸能である京劇の技術者を養成する国立の専門

学校で、 10歳から22歳の生徒が寄宿生活を送っている。 10刈器日(水) 12時半

にバスで到着すると、ほぽ同年代の生徒18名が出迎えてくれた。早速歓迎のご挨

拶をいただき、こちらも返礼をした。レッスン室で給食の昼食を頂く。戯曲学院の

生徒たちは英語でのニミュニケーションが北一女の生徒ほどできない者も多か0た

が、それでも大変プレンドリーに接してくれ、すぐにうち解けることができたよう

であった。昼食後はメイクァップの授業への参加、生徒のよる雑技の公演、京劇の

公演を校内のステージで見せていただいた。さらに様々な展示や実演を通して、京

卸W)概要について学ぶことができた。短い時間であ勺たが、伝統芸能を支える同年

代の生徒たちとの交流は良い体験となった。報告嘗から虚戈曲学院について取り上げ

たものを資料⑩にm昂哉tる。

(4)中華民国外交部(亜東協会)主催昼食会

台湾の対旧窓口である聾東協会代表の羅坤燦氏をはじめとtる皆様が、歓迎の昼

食会を瓣ル、てくださった。羅氏は北一女と本校の交流がスタートした2007年以

来、台北駐質経済文化代表処の副代表として交流を応援してくださっていた。台北

訪naが異体化しつ0あった昨年8月には副代表を退任され、台北に戻られたので、

このような機会を設けていただくこととなった。当日は羅氏をはじめ、協会の皆様

は昼食をと1ルこしながら生徒と親しく懇談してくださった。こちらも生徒代表のス

ビーチ、中国語で那可里μ.」乃歌J を合唱し、才3礼とした。

(5)台湾日本人会・台北市商工会訪問と講義

研イ彦旅行の最終臼、台湾日本人会・台北市日本商工会を訪問L、会長の山本幸男

氏より台湾とΠ本の関係についての講裳を伺0た。長く深く台湾に関わってぃらっ

しゃるⅡ、1本氏のお話は、台湾と日本の過去・現在・未来にわたる広汎なもので、研

修の締めくくりとして大変参考になうた。

(6)その他

上記も含め、その他の見学地等については資料⑪に写真を掲載した。(石井・菊池)
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5.事後指導

0)報告書作成

婦国後、級E〒非の作成を行った。以下がその飼炊である。 3の台湾冊印多旅行報告

瀞は、事前に分担していた報告書係が各分担場所を2~3ページ程度にまとめたも

ので声)る。また、個人報告書①は、参加生徒全員が各2ページずつを担当した。各

自がt,つとも印象に残うたテーマを3つ上げ、それらについての説明と、ホームス

テイ先での帳告を行った。個人報告書②は、参加生徒全員が各1ベージを担当し、

全体の総括を行った。冊子はB5判両面刷り、 86ページの構成となった。表紙以

タ卞は白黒とし、佼内で印刷、製本を行った。できあがったものは生徒に配布し、そ

れ以外には学*戈イ呆存用、北一女、代表処、ベーシッタをはじめ、今回の扇M多旅行に

開わってくださった各方面にも見ていただくべく発送した。個人報告書②の一部を

資料⑫に転栽tる。(石ナ円

台湾研修嫁行報告書中師戈に当たって

臼程表

台湾研修旅行報告

①事前学習について

②5日間の日程

③台北1臼目

④台北2臼目

⑤台北3臼矧

⑥台北4日詞

⑦台北5擬目

⑧参加者名緯・係一・覧

台湾研修旅行個人報告書①

台北研修旅行個人報告書②

担当生徒①

担当生徒②

担当生徒③

担当生徒④

担当生徒⑤

担当生徒⑥

担当生徒⑦

(2)全校報告会

可1佐旅行の参加者は社会科の授業やホームルームの時間などに、それぞれのクラ

スで簡単な報告をしていたが、全体としてまとまった報告を司、る機会がなか0た。

そこで、 2学期期末試験終了後の 12月19日(木) U:30 ~ 12:30 に、 8月に行われ

たアジア・工立リーダーズの級告と合わせて、海外研修の報告会を行うこととした。

高校には才学年が同時に入れる教室がないため大学の教室をお僧町し、 1・2年

生全員を対象として研修旅行の様子を発表した。報告俳係の2年生が中心となって、

映像資料と発表原稿を用意し、 5日闇の台湾での活動内容を報告した。姓耕也)

副校長石井朋子
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6,調査

研修旅行終了直後の 2013年Ⅱ月に行0た事後アンケートの集創'・まとめを資料⑬

に、また、終、r後半年力洲墜過した20釜年4司に行った哥新於アンケートの集針'・まと

めを資料⑭に示t。(石井)

フ.考察とまとめ

(1)企画運営

本校には国際交流を担う分堂がない。今回のような企画が起こ0た場合、現在の

ところ内容等の検討は企画運営委員会で行い、原案を作成し、教員会議の承認、を1尋

る。企画タン突行は副校長が中心七なり、その都皮吃、要なメンバーを招集したり、タ

イ王国留学生のお世話をしている留学生受け入れ実務委員会の応援を得たりして

行っている。今回は副佼長、主幹教諭、次期副校長でほとんどの実務を行0た。

また、可印多茄前丁の生徒費用については基本受益者負担であったが、 5万5千円と

いう比鮫的安価け灯断格で突施できたのはべーシックから寄付という形で資金援助を

いただいたり、観光協会などのご協力によるものである。ある程度定期的に行0て

いくためには、経済的に自立することが必要である。基本的には生徒の費用にっい

ては自己負担を原則と寸るものである。生徒の事後アンケートでは、全体の2/3

がもう少し費用がかか0ても参加したと圃答している。一方、全体の1/3の生徒

は高い金額であれぱ参加Lなかったと答えている。教員の引率費用に0いては、教

育後援会の全面釣な援助をいただいた。

このような学校行事をある程度定期的に行うためには、企画運営、苛新苗、引率等

に当たるスタッツの存在と、引率費用など0"鑑済的基継が必要である。また、広く

生徒にチャンスを与えるためには、生徒についても援助があるとよい場合もある。

さらに企画の一部には学校弌"笊行業者だけでは扱いきれない内容を含んでいる。

ベーシック、代表処、劉"モ殉会などのご協力によって内容が大変充実したものとな0

た。学佼として自立しながら、どの割")について、どのように協力をお願いするか、

課題である。

実施の時期については、今回は北一女からの指定であ0た。 2学期中間試験とタ

ンスコンクールの闇隙を縫って行われた。生徒の希望はやはり夏休みや冬休みなど

の長期休暇中が多い。実施時期の決定も課題の1つであるが、学校交流・ホームス

テイを含む企画であれぱ、実施時期は禽校だけでは決められない閤題となる。

(2)事前指導

写"愉指導についても年度途中からのスタートであり、受け刈となる組織がなかっ

たことから、組織的、計画的に進めることが難しか0た。参加生徒が決定し、事前

学習をスタートさせる段階で、見学場所が最終的に決ま0ていなか0たことも反省

点である。生徒のアンケートにあるように、見学場所についての事前学習や産業・

経済面dン孚習が不足していた。夏休み中に課Lた諏査のレポートも、テーマ設定は
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生徒の倒由に仟fせて行ったが、研修旅行の内容全体を見通して分拙させることがで

きれば、より衡'効な学習になったことと思われる。出前学習はどんなにや0てもや

りすぎるという二とはない。

(3)実施

学校が行う御H鋤笊行は、国内外を問わず、一般の個人旅行や家族旅行では実現で

きない計画を行うことに意義がある。学校交流、ホームステイはそのような却約に

最も沿った内容である。生徒の評価もかなり高かった。今回の交流ではホームステ

イの時間がもう少L長くとれるとよかったという評価が多い。

また、見学地についても、 t,う少し時1削的にゆとりがあると良かったという声が

ある。交流を中心にすえれば、それらに沿った見学地を粘選し、じっくり見学司、る

ということでよいのか、しれない。

今回参加生徒22名に対Lて引率教員2名であった。旅行中、生徒の健康状態は

まずまず、"外浣に行く、ホテルで待機等の場面はなく、婦鬮tることができたこと

は幸運であ0た。生.3鰯御W名に対して引率]名は適当な配置であったと思われるが、

何かトラブルが起こると、この配羅では閥題が生じることもあり得る。最低限心、要

な人数であ0たと'暫われる。

(4)事後指導

事後指導としては級告;!、タのイ知戎と、金体への報告会を行った。報告書については、

出発前の分担の段階で全体の補所戈がわかっていた方が良かった、という生徒からの

反省・要望が上げられた。あらかじめわかっていれぱ、どのように報告書を作るか

を念辱配こ耀いて現地で過ごすことができるというものである。

帰国脳後に1.・2年生の社会科の授業やホームルームなどでクラス単位の蛾告は

行っていたが、澗人の印象中心の短時聞の報告に終わ0てしまった。自主的にやっ

てくれていたものと周1用1るが、 2学年1餅奬の報告会だけでなく、クラス単位や、

もう少し小さなグループ単位で考が占会ができれぱ、さらに恬綴を共有tることがで

きたかもしれない。

(5)今後に向けて

研修'旅行の実施から半年が経過した2014年・4月に、参机穫二徒に対して行0た事

後アンケートでは、参加生徒のほぽ令員が汰の項目について肯定的な評価を行って

、、る。

・海外の文化や歴史への興吹関心が広が0た

語学ブJを高めたいと思うようになった

・誰とでもコミニニケーションできる五財璽注を持ちたい

・意欲や興味・関心の高まりは現在も継続している

全体として大きな成果が得られた。このことから、このような企画を行えぱ、か

なりの成果が期待できるt,のといえるが、企画から裏前指導、実施、 q蔀妾指導等の

全体にかける労力と経贄がそdリ或果に見合うものであるのかということが闇題とな
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る。址終的な判断はその時々の学校の状況にもよる。また参加した生徒が、この企

画カヰコ得られた成果を、長い将来にわた0て活かせるかにもか0ているが、このこ

とについては早急に答えがでるものでもない、直接的な効果のみならず、生徒の学

習意欲全付シ＼の波及効果にも瓣1待したい。社会のグローバノレ化が進む中、本校の掲

げる女性リーダー育成でも、グローバノレな取り網.みが必要である。

北一女を防問した際に、生徒の交流・教員の交流を中心にできる範鯏で良いので

交流協定を結びたいとのお申し出をいただいた。持ち帰って検討しますと、その場

では返答し、帰国後、校内での検討、大学との相談を経て、協定締結の方向で校内

で合意に至ることができた。現在取り交わt文面等の1金討・訓整を行っているとこ

ろである。今伺の御H1劉笊行の成果の 1つとして、永年の交流の積み重ねをこのよう

な形で具体化tることができ、また、今後も北一女との学佼間交流を継続して行え

る基盤ができたことは、本校の国際交流にとっては前進である。

最後に今回の研修旅行を実施するにあたり、台北市立第一女子高級中学、国立台

湾出戈曲斗都完、後援いただいたNP0法人ベーシックライフインフォーメーション協
'X

強力な応援をいただいた台北駐酬条済文化代表処、台湾観光協会、中華民国外

交部、台湾日本人会・台北市日本商工会をはじめ関係の皆様に心からお礼申し上げ

ます。(石井・菊池)
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'2012年に行われたイオン1%クラブ主催の異中高校生交流事業の参加校とな0た

鴇Uこは、日本史、世界史、地理の担当教諭が参加者・希望者を対象に、夏休みに

特別授業を行0た、

"候補作品として、2.28事件を扱った「非情城市」(1889年、侯孝賢監督)のほか、「戯

夢人生」 U993年、侯孝賢監督)、霧社事件を扱った「セデック・バレ」(20Ⅱ年,ウェ

イ・ターション濫督)がある、



資料①

お茶の水女子大学附属高校台北北一女親善訪問団様

①

月日

10/20

(日)

田

桃馴空港

桃園姑
台北姑

時閻交通機関
BR195

専用車
新幹線
(#660)

専吊車

②

10:30

13:05濳

15:16発
15:36碧

日程表

10/21

(月)

空路、台北へ

(現地ガイドがお出迎え)
到芳径、桃閏姑へ

①台湾新幹線桑車体験

訓北

《台北市内鶴光》

台掩旬の原住民をテーマにした◎台漉原住民博物館(約45分)

台北を代袈される宗教的建築0離山寺

タ食1台湾料理をご貫味下さい。
ホテル碧19:5C頃

行程内容

九枌

OB:00発

③

朝

朝食後、台北市内観光へ
ξ台北市内観光》

世界4六俺物館のひとつ◎故富博物院(約地0分)※トラベルイアホンを利用

衛兵交代式で有名な0忠烈詞住加5分)

幽中華民国外交部主倦嬰食金朧真北平レストラン沖正紀念堂付近)

故蒋介石総続を称える殿堂0中正紀念堂(約如分)
☆台北民芸品店でお買い物と女台滋お茶セミナー(試飲体驗)

0ニニハ和平公圓散策

観光後、九扮へ
ノスタルジックな街戴み0九扮老街散策(約印分)

観光後、台北へ

タ食:台滴料理をご賞味下さい。

ホテル酒

稔 00-13:10

10/2之

(火)

台北泊

【最終】

'コ

昼!

20:30頃

機内

国王大栃店

備考

08a0発
0850-09:20

④

朝

台湾料理
甲天下

朝食後、南大門&台北第一女子高級中学へ

台北胃果市堤(南大門)ヘ

0台北青果市堆視察・散笈
視察散築後、台北築一女子高級中学へ
匿台北第一女子高級中学(惟北一女)訪問

現地学生さんとご対面

,稔銃府【入堀)一台北資賓館
・歓辺セレモニー

・授業特別参加

昼食;「交流会」※現地生徒さんと一緒に食事場所未定
・課外活勤参加
・交歓会

終了後、各ホームスティー宅へ移動

ホームスティー台北泊

舶:30頃

10/23

(フK)

ホテル

台北泊t

"ヒ

1 昼食ム
:真北平レストうン

国王大飯店

⑤

OB:30発

10/24

(木)

10,00-11、CO

12:30頃
1400-1700

朝

台湾料理

錦華楼

画台北筑一女子高級中学(旧北一女)再集含腫

一路、新竹へ

②新竹サンエンスバーク【約60分)
一路、国立台湾戯髄学院へ

昼食学院内で昼食

③国立台湾戯曲学院【授業と学生によるショーを見学)
途中、☆免税品店でお買い物

タ食:台湾料理をご賞味下さい。

ホテル鶏

台

上記日程は現地により,が生じる住が」い、,」了くしい。

■利用予定ホテル(客室:ツイン利用)国王大飯店利用
匪添乗員ほ同行致しませんが、現地係員がお手伝い致します。

ホテル

桃園空港
成田空港

20:20頃

昼:

BR196

10:00発
10'30-".30

都市

X

朝

"***出交時問まで自由行動ネ****

ホテル髭

■台湾日本人会台北市ヨ本工商会畿敬訪問
訪問後、空港へ

帰匿の途へ14:50売

19:10着

ホテル

台北泊:

X

1掌食(ブッコエ)

1圃立戯曲学院

朝 ホテル

国王火飯店

タ
:台湾料理
1城市商熊南東館

昼1

到矯後、解致お袋れ様でした!
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生仕・保Π亀告の皆様へ

台湾・台北市立第一女子高級中学との交流事業参加者募集

かhて交流の希望が島0た台北市立第一女「ゞ'級小学小ら、台翁跡Ⅲ廿」よU工舛交交毓のお誘

いがあり生した、以ト'の斐併1で交材N1飛を行い主,1 孝加を示ヤU、る*徒は7/16 (火)主

でに小込舟を打J凡叫又長よで織出して下ざ゛"

R的】_礎父1ヒド露テ櫛北め、 n鵬ν、として山教聾を轟める

2.アジア伺でΠ木との1幻わりの深い台漉の1粟史、文化、"然に0いて宝地に,'゛ぶ_

3_他叫の女「校と卓佐女挑を1」う。

U乳' 20 1 3 (↓11 0 n 20 (山~ 2 '1 U (人) 41訂61.1

H{勤敦、拐リ紙、一都唆硬の f,寔あり

・ 1 0 n 22 U (リ0 け台北「11立鋳・女 f{怖畿中¥でaf一校交流

・1伯1き"ゞ走忽こホームステイのf定

■茶の水女f大卓附属品"芋才空

村辯睿*校生

20 13,フ.

保'伎工丘タ,

参加牛徒数

'}F11,欺、1

縢行豊剛

」0名~20名

石井瑚子、苅匙工下世

六北11ハ'(第・女了'筒扱中学(通称北・女)

・1 904午創逝、台北11iのナンバーワン女子海1学三縦、

'1字午約1000亀山Yンモス按

・100咲,進学、古再の右名絞・H本を含む海外山大学に進学

・2卯9.H に20血が誹Ⅱ喪校学投亥試L 旦010.U にイリ牝"校Rが"問

・北'女1二1と●●コミュニケー・シぎンニ',告11」人"均にけ英,台そゾ〕{也

・が】後σΥノ牧行'"

10/15 紙)~18 (金) 2学コ偶中1排テフ、ト

10/3 1 (木)ダンスコンタ、ール

55,000円

含主れる{ψJ;往炎の駈空迺賃、樹泊費、別部将綱、、現地での団外1」軸般の交沖

賣・ j歪11マi

含彰れない;,の:旅券取丹に係わる費用、成瓣空港までの交辿普、ホー・ι、ステイ

"の交遡費、小遺い・おみや「列Vき

台●鵄主b"峯済文化代安処、台浩説光恊会

NP0怯人ベーシックライフインフォー・メーション將会

能、援

{量1兵

放デjl、工仟

内

・産経佐行(sankel Global E【1Ucation)

或:な給、こぴX小に1晋iろお問い合オアよば石井副校長主で'曳1いいたし、上'1

1台.化・女との交澁事業」ち加申込冉

i六北一'女との交沈出業」にな加を希翠Lま"t

η

年

◎旅券の右無即B年10門までイi幼な城券がイiり無し

@アレルギーの打無食物へ可叫勿のアレルギーがある場nは只,f剃均にlk汰Lてドさい,

ン "

耳且

せ'/V

存f

(7 村 16 H 吠)までに厶井則佼Rに幾HI)

1イ上氏竜

滅
堆
⑲

-
0

き

ゞ



資料③

台湾研修嫁村に参加される皆さんへ

Formosa(フォルモサ)、美麗島、鹽しの島、台湾。

台湾は小さな島ですが、複雑な歴史と豊かな文化を持っています。

この研修旅行で特に大切なことは、侍的の1つが台湾の人々、高校生との交流であることです。

亙いに知り合い、若い世代同士仲良くなりましょう。力を合わせ、楽しく実リ多い研修旅行にし

ていきましょう。

1.燥分担

a.しおり作成 C、交流企両 d,都告・報告集作成

以上とは別に、速絡係(a、 b、 C と兼杠:。事前学習・レポート発表会を含t"

2午牛行クラス 1名、 1午'牛学午'から 1宅,

2.参加者メーリングリストで連絡力所テきます。着俗に枝意してください。

3、斗珀U学習守旦当:石出、菊池)

①学校で易枦fは社会科教室、映像・映画作品を兄て学習しま寸。

フ/22(月) 13時~

以下は予定でt,変更されることが島るので、メール連絡で確認してください。

フ/23(ゾ0 玲時~

フ/29綱) 9時半~

8/1(井く) 9時半~

他の候補何:8/5 鯛)、 6、 7 午後(郡釧な時湖は未定)

②夏休み各自がテーマを設定L、 2学期のレポート発表を推備

③9月「やさしい中国梧講座」拓茶火院生0汝出中)

④文化身鷲妾放課後レポート発表会

⑤参肴図瞥、参琶映画綿介の力ほどメールで連絡します。

な翁、1東中野ポレポレ」で上映中の作遍,1'台湾アイデンティティー」は、フ/訟に見る予定の1映

画「台湾ノU主」の誇齢嘉です。商校生 1000円、ぎ虻賞後いろいろ語り合えるように、友人、ご家族と

一緒に兄に行くこ_とを翁勧めします。

東中野駅すぐ 10:20、 12:20、 14:50、 17:00 より上1峡

2013.フ.19 (イイ川)

連絡先アドレス石井先生 ishii・ー 4繊也先生 kikuchi

95
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資料④

3年

2
2年

.

3

係分担

台湾研修旅行

交流'交流会★

4

◆

5

6

交流・交流会

7

係分担、レポート発表

しおり作成

報告達&告集

ピアノ伴奏

8

レボート発表
9/11 (水)昼休み

.

9

しおり作成★

「なぜ台湾は親白に?」 6

10

しおり作成

「台湾の経済発展」 4

訓

「日本の台湾統治」⑦

父薪[・父誘[会

12

報告・報告集

「台湾語について」②

13

報告・報告集

「言語はどこから」③

14

レポート発表
9/13 (金)昼休み

「台湾でびっくりしないために」①

「なぜ親日家が多いのか?」⑧

15

報告・報告集

父流・父流会

16

報告・報告集★

「台湾から見た日本」⑨

父}奈,父流会

17
1年

18

◆

均

交流・交流会

しおり作成

20

21

「台湾の果物」②

「台湾を知ろう(基礎情報)」①

22

報告・報告集
ビアノ伴奏

しおり作成

「台湾に残る日本時代」⑩

父流・父流会

③

「東日本大震災における台湾の
支援について」⑪

「台湾の若者文化ファッション、
漫画、アニメ」 4

◆

報告・報告集

「台湾のお茶」⑤

しおり作成

L絡係
(事前学習、レボート発表係)
係長

「台湾の物価」⑤

「少数民族について」⑥

「台湾の伝統文化」⑦

<テーマの1 の丸字は発表順です。>

「ロックバンド玉月天」⑧

「台湾の祭」⑨

「台湾の智慣とマナー」⑩

-96

「京劇辞奥!!」⑪

◆
★



資料⑤

台湾研修旅行に参加される皆さノVへ

Formosa(フォルモサ)、美麗島、麗しの島、台湾。

台湾は小さな島ですが、複雑な歴史と豊かな文化を持っています。

この研修旅行で特に大切なことは、目的の 1つが台湾の人々、高校生との交流であることです。

互いに知り合い、若い世代同士仲良くなりましょう。力を合わせ、楽しく実り多い研修旅行にし

ていきましょう。

◎9打になりました.東前学習を進めます。研修旅行に希望し参加する皆さんが、できるだけ自主的

に進めましょう。皮主自律。必要なサポー Nよもちろんしていきまt。

<事前学習>

①学佼で(担当:石出)

フ/22(月) 13時~

フ/23(火) 13時~

②夏休み

明倒、

■尉折は社会科教室、剛U魚・映画作品を見て学習します。

→終7

一終了欠席者には資料配布。

各店がテーマを設定し、二学期のレポート発表を推備

石出まで提出。発表用のレジュメ(B4、 1枚程度)でよい。

③「やさしい中胴語,(北京i勘講N動(交渉中)

文化祭終了後、放課後1、 2回レッスンする予定でt。

20玲.9.3 (ZJ出)

④文化祭終了後は・・・(しかし中問テスト前なので、今から始めてもよいです。)

A,レポート発表会(放課後)

発表会の運営

B,しわり作成

構成を考え、原稿作成、印刷、製本生徒22×2(本人/家庭用)-2×2(引率者)+5*53部

C .交1走(会)企画

どのように、どのような交流をするか、したいか、するべきか。

学校訪問での交流会での出し物の企画・検討、練習の計画・実行

D.報智・・帳告集作成

どのような形で記録。報告するか。どのように、いつ、報告するか、検討・実行

-97



資料⑥

<台湾研修旅行今後の予定>

偶語董者への説明会文化祭2日め・・・9/訟(ED

張瑞銘先生.に上る歌レッスン(楽活持参のこど'・・9/26(木)放課後3時半より場所未定

だ沸所;さんによる中1,埒語会話レッスン餅打同・-9/30(月)15:15~、仕会羽・教室

映像で見る U本ぎd創侍代の台湾・・・10/1(火) 12:35 から。社会科教室

20(日)出発

台北泊

忙しい毎Uです。各人、各班があらかじめ予定を立て、把握しておくために、表を作りました。名

係で民程や計師を決めたら、係長は石出まで連絡してください、

◆交流班は1,1,1L、物の練習の他、英語による本校紹介の梁僻iも巡めてください。

(STOCKリーグのNY研修d>学校交流では、授業、部活、学校行出・,・など5人で分担し主した。)

もL火変でしたら、今のところはtN罫のない N叢告ヨ動に手伝ってもら0てください。

◆しおり耐.fはしおりの作成を。部屋御1りとステイ先一覧も入れてください。

◆下の日程の空いていると二ろには、交流の練習や各班の作業が入ると思います。係内で、また各係

相πに連絡を取り合0て、日程を決めてください。

9/2 (月))

始業式

9

3 (火)

16

敬老の日

2013.9.19 (石出)

10

4 (フK)昼休み

連絡会

部

片付け

17

Π 昼休み

レポート発表会

3:1530

会言舌レッスン

24

代休

5 (木)

18 昼休み

レポート発表会

10/1 昼

DVD鑑賞

12

25

代休

6 (金)

10/14 (月)

体育の日

19 午後

文化祭準備

8 昼休み

連絡会

3:15

会言舌レッスン

13 昼休み

レポート発表会

21

台北泊

15(火)

中間テスト

26 3:30

歌レッスン

フ(土)

20 全日

文化祭準備

9

22

台北泊

3

14

160K)

中間テスト

27

8 (日)

21

10

飴

ホームステイ

4

巧

文化祭

17 (木)

中間テスト

28

22 文化祭

保推者説明会

11

24

5

謁(金)

中間テスト

29

帰鬮

12 昼休み

しおり配布

6
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資料 11

'ーキ袖^^

成田空港出発

^

中華民国外交部主催昼食会
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台湾新幹線

台北一女にて

九枌にて

交流セレモニー・記念品交換

記念撮影台北賓館にて

英語の授業
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数学の授業

クラブ活動
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温組のHR
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台湾戯曲学院

お茶高紹介のプレゼンテ

京劇のメイク
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台湾戯曲学院の中庭にて
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台湾戯曲学院京劇鑑後の記念撮影
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資料⑬

台コヒ石升イ1多旅行他013年10/19~10/24)事前学習・準備・行程についてのアンケート

事前学晋について(参加22名中、それぞれ回答した人数を示す)

"ーーーー勺一ー^

フ/19

10ν詑

フ/23 r冬冬の夏休み」鑑賞

10n 「南進台湾」鑑賞

1台北駐日経済文化代表処の
!スピーチと台湾紹介DVD

甲

2

r台湾人生」鑑賞

1夏休みレボートの発畿会9/H,玲.玲

紕氏瑠

1夏休みの台湾レボート作成

9/26

9/30、 10/2

とても役に

」ι?ナニ

2 学校での事前学習・準備の他に、自分で行った準備や学習があれぱ記してください。
・ f町'ぎの廓史に勺い、ぐの本を1叫書鮪で偲・りて統ノ。だ、

・台随に0いて少し本を統み主した、

・詞.1、泌太郎の「右湾記行」を統んだ,

・木「台箔人au、映血「台河フ、イデンティティ」

・新剛で令誘に闇寸ることが島れぱ謬舗1上うにL北,

,テレビで台掩に欄寸る番雜が島巾たので挽聴Lた。

・父(台癌に叡健イ」0ている)から話を闇いた、 2

・見学場所の職史や背県に0いて学ノνだ,

・ガイドブツケを買い、'4候や、現」也の1浜 f・を;岡・くた、

・ガイドプックやネッドで行く予定にな乃ている観光抽を'べた。

・インターネットで人左{の糎尤地をチニック L た、

・井、ームステイ先の女の fがだんな{,のが好き小鬪いた、

,拍子のTwittor ブロツィールやフォ狸一しているアカウントを参野にお.みや1デを決めた。

3 来年度以降の参加者が、どのような事前舉備や学習をしたらよいか、助言してください。
(持ち物、おみやげ、健康管理などについての助言もどぅぞ)

0モ会'舌脚勉'm 2

・巾拜]誥を;ゞ)少L,舌せるよみにし'ていけぱ良か0たと朕、÷。

・燕屯,〒イをL0小りし'ておいた力が上り条く見世できると恩う。英語1土現地の学生との交漉で、学゛",'て粘いた力がよ
L、

・ U4部ご台時代の六治のことや、駐地の人のそれに対'ナる芯え方などをいろいろな観点で劇,くてぃくべき.

・昇 4と台湾に0い'ての泌史的九行以にハい"て'Pぷことぱ 1.*,るノν、.刊、た乃が 1・分に嗣べていたか0た産業.縄許の1商に
つい、ぐも謁}べた力がいい、

・'涛問呪所にりいて t.0と紬強して小ら行0たノゾが、より訓焼マが援主「たと'轡ら。(今眠1でいらと、鳶介厶に・つぃてや六
湾山兵役に0い、Cなど)

・〒」き先について喫前に岡ぺる人がいると助かる上思い王十"

・ h く」牙所などに朋ナる肌1介がもう少ししたノjが良かウた上慰う"

・肺行先とU本の倒係や安通ルールなどはよく.剣べておいて良か「た、

・理抽の気候や気描

・わくところ山徒朧左知る(何がどこにあるか,,・・)-n分がどこで何をしている力、わかる'
,竹む物匝を早めに山Lた力がいい,

・冷bjがき・)し寸易介ぷあるので、上liがZ.噛

1中国語の歌練習(張先生)

中国語の会話練習(王先生)

ほあまあ役

1 立った 1

12

9

10

あまり役立

たなかつた

7

20

2013_H

役に立た

なかった

14

2

参加して

いなし、

↓2

^ー'ー'ーー"ーーー「'^ーー.ーー...1

4

4

7

3
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,1河じ岫川に行くなら紘構1暖かい仇で物父敏・1茶はいり主せノν,

,筆診:、「きる 1,ωを1,ウていくといいか;,しれませソν、

・血ぺ物は諏日食べ統Uる上M後主で"たたいか{. 、

・貴心吊を"ち小く捌バッグ 2

・1、イレばn本と異なろので林態 2

・才」1腹を、F、1、かt.しれないため、禁を拓・0て1」 0たhが上い

・ξ寺ち4辧こりいて捻、とにかくポケントティッシュをたくさノυ共0てイ]'く

お'ひやげぱ市前に1瓢L、.゛のがあれば大体の値段をj出0ておくと上いと思う。場所に上0て価段がと、ぐも変わりまナ。

・捫手の欝ぶi;みやげを打門てh0てあげると立いでt。 H本らしい1.のは以外と÷Πみに売ウていたη4、るので、サヅカ

ルチャー1盲MN止gばれ主寸'.

・"みゃげば家族向けにお典子も井0て打く上うに寸ると伝え,てあげる。

・基メq冉にお菜 f系は打本で究0ているmがその主ま売っ'tいる感じ。 2 和柄のシュシュ上か、文典、 n分らしいもの

がいい、血主"「日本らしい;てい0ても kイ事台湾に山る。

・お、フ一やげはn 本に1 かない{、のや、 n木巧しい{.のが女:ぱれると忠いま寸。 2

・"み.やげは払り紙など・粘にできτニミ噐ニケーションにもりながるものがひいと思う。

松みやげ陰U4特右の才,〕'1。あや f"、林和風船とだるま迅としをキ5,0て行き主した)があれぱ、その説明をtるときに会

,舌ができる」二にとて{J癌り上がる,

③ややわかりにく小0た④わ小りにくか0た

どの時期に実施ずるのが望ましいですか?(複数回答可)

(8"上句)③望休み(8"ト句〕①冬休み Q2ナ1)
77

⑦7月中句 @Π門 k甸⑧10月下旬
753

4 現地のガイドの案内

(Dわ力山やすかウた
18

⑩2牙トノ叫

5 現地のガイド(呂さん)の案内・説明の内容や分量(説明時間、内容の広さ・深さ)について

m+分であ0た②主あま断であ0た③ややポ足だ0た①全く不足だウた
18 4

6 今回はNP0などの撰助を受けられたので5.5万円の族費で参加者を募集しましたが、もっと高い旅費

でも参加を希望しましたか。

①いいえ 6 ②はい 15 =いくらまでなら希望したと思いますか?

⑤10 万円保護者とも相談して答えてください。①6万円②7万円③8万円④9万円
22 5 6

・説明のわかりやすさについて

②主あまあわかりや・よ小うた
4

108

7 輿施時期を変更するとしたら、

①旦休み(7打)②喫休み

109

卿冬休み(1n)⑥6月上旬
゛

8 個人や家族での旅行とは異なる、学校が主催する海外研修旅行の意義はどこにあると恕いますか。

・学校1司 i'の交硫、宝岐肺行では締けない台iみについ、ぐ0)1工

・北一女の生徒と交流できたこ上がとて{,kきか0た、t・小、

・予十縦勵,高縦,t嗣士脚交流ができる,戚 5

・辨光穿とほ近う器ι点でその田を1',1心る二と 2

・現地の人上交沈できる.

・白分の'落学力を知ること小できる,

・個へではli詞ないとこらにt」ける。

・け野尖■」といみ々."ドに様々なスペシャルな体験ができる,

・女人と1呼を感じたか誘すことができた、纛見交換がでざる、、

ヰ世光地【=きハいな解"))以外の、町払みや人心^y1ゴiξ、意兒にふれることができる'

友途と助けnえる、友持が献主る,

'羅験に対・1、る忽兄が"い介える.

'レΥ.ぶ」というし{二輯力{より島くなり主せ、,

・肺イJで捻゛ち人れない」島所や、な小なか会うことのできないガ々とお,工し1る桜兪ができたこと。

・ W"1人や家族での旅行は多くの場介、島主" 1、゛汀べをせ十に行0て、翼困醐を楽Lむ捌qテにな凸てL上い主寸が、?叫の

上うに、市舶孚習をして、それを北イiして旅イ」寸'るこ上にようて、 n分なりにただの観光とは違う"的を将0て観光で

きるし、ガイドさノVの'1'をよく"創tることができると思う,

2



・学校の研他ということで遊びとは兇なる学ぶものや即厭が堺え、弧q聖体驗できない二とが体験できる。

・ホー1、ス〒イや、上わ多く Uン芋門,上交流できる.

・孚按の代"として現地0生礼と交統し、体験したこ七を宇校の友人や府りの人に伝える二とが'できると二ろ

・楽しいだけでなく、'に!,1もできる、他の,'1:年の人と交成できる。

・台北・女との交流、蹴放旅1」ではできないことなので、"霧があるとW.・)た、

・よく釦らない上地の 1:で、今までそんなに閥わ0たこ七がない人ともいやでも1"/JLていかない七打けないことで、

ミ●果的に円結慰が生主れ、紳{。生上れる,

9 しおり、交流、報告の3つの班を作りましたが、仕事の内客、分担(班分け)、各班の人数

配分などは適切でしたか。気付いたことがあれぱ記してください。

・愈仞だ上黒い主十" 10

・どの係に訂当て1土主らない仕Wが島「た会Lがしま寸、

・長ぱかりに仕*が回0てきた"、量が多か0たりした,白分しその係だというι弓詮をもっ七しっ小りつけるべき.

,池Wた0たと.W、うが、 kの負判かm、か0たどj"う

,"詳打旺はノ、玖的に 1,力上うど良いと"習,う。

・交沈係が床行巾に人変そうだウた,

・とても力かり弌.1'かo i二 1.、イ1:,11・{〕{,やす'か0 たで司、、

・し才J"、交流、Ⅱy占の30の分典でいい上思0た"しかし、父流1.t捻今鳳!壬どの人数は巻要ないと思う、(3 ~4 人綬度)

10 見学・訪問場所と滞在時問について(参加22名中、それぞれ剰答した人数を示す)

10他0

台湾新幹線

陳住民博物館

龍山寺

見学・訪問場所としての評価

とても響ξあまあ条り1畏くナ、
たたかナ、1かった

故宮博物院

忠烈祠衛兵交代

10/21

中華民国外交音眠亜吏関

係協会)主催昼食会

14

台北民芸品店

お茶セミナーと買物

1 1

ニニハ和平公園(庫窓)

20

6

九价老街散策

1 】

22

台北青果市場(南大門)

1022

20

1 1

総統府

台北貴賓館

18

4

台北第一女子高級中学

ホームステイ

4

10/23

11

22

新竹サイエンスパーク

3

14

16

国立台湾戯曲学院

9

10/24

4

20

16

免税品店

2

12

10

台湾日本人会

台北市日本商工会

2

3

22

2】

2

3

6

1

12

0ウ

13

20

」5

4

8

4

9

2

6

1

9

18

4

12

15

8

8

2

8 3

3

6

109

16

5

14

15

19

7
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"来郁度以降も海外研修旅行がある場合、行觀(研修場所、時間配分、訪問の順妻、など)について、こう

した方が良いという意見があれば、記してください。

'"μ也ヅγ1生と央交洸比足非市{み込むべ6だと思い志t、

・現地心¥,1史主の交わ允ば人れるべきだと恩う、もう少L 長くて{,いい上.誓、う。

・1鄭均鋪も曝Lかハたので十か、や比り風地の人七齡交成がイ」'心,.ルたと感じたので、もウと交流の岫問がほしか0たで司、、

・ホームス〒イω滞在1咋間を■,ら少 L士とく寸れ1王、ホー'、スティ究の f・供家岐七{,ゞ,0 と親宿にな力たと'閤,うし、 h治の

父化を渦喫できた七.蝶う、

・故嘗博物院など、0と時蹄が1愚Lか0た,北・女ではも0と色んな授峯を見学してみたか0た,でも桜られた時閥^川.

メこくさん川処を防れることがでさて良か・ゾこ,
ー,ー
"、、

,故宮脚'物院女jU分をも0 とRくした力がいい上誓、いまt_

,故宮W物院や総鞍府などな.小な力、打けない」'所だウた脚で、しう少L典由に回れる時闇があうた力がよいと恕、い主し

HO

','.八和苧公陶にt,小窓だけ、では九く畔小 Lて見学Lた力が良か0た◆恐.う

・多く1】く上り、 10をしり小り兄て,1.べろ上う仁寸ろバさ。

・〒辻だ0たⅡ"折、土・くてに勺けるよ 5 に、ルじめかCオJく嶋1折を少なく寸るなどして:ミしい.

・令体にあわた1ごしかうたので、 1ゞyP い小うくり兒.学した力、0た、

・呆後にH小;ノ、恊会山方にお,舌を開けた山が、紡1姻しぐきた場所 1,コ10を0なげることかできたので良かウたで、}'、

・古、拷n本人会・台北'i日本鞠 f会の訪1描は畏熊Πで捻なく、最制の力'がいい上恕、りた、その方が、そ脚説明にま乃わる

場所に行0たときにより'却飯がわく'

・嚇i両に令力廟女カハーできる鵡礎知融をつけた力がいい.(嚇i捉γ習脚テーヤをはじめからみんなで決めた力が良小0た。)

・りツレクンヨン脚11ケ11りを北イ」したい"

・テスト後という Wがとてイ,よ力、0たで・4、。

・ 1.ウ川し才」ニ'やげ五,買う 11'N珂立寸"やして{,らえるとうιLLい'で寸、、

・お昇やげを買うΠU珂史ぱらばらに設けるので江なく、どこかの IHに条めてほしい.訂北民"店でけなく、免税店に行

くだけでよいと恐う、

,免悦俳,1よで峠む、たむが貿いポめることができるものが少なか0たから、別の船 1:産物店がいいと忠う。

12 台北研修旅行に参加して、困ったことがありましたか。

・トイレに紙が硫せない"

・納分田)英会話彪力が島主りに{,低い。

・詞"のノ、と少L壯ぐれて L 主0て{,連絵の乎段がたい

・1」きの飛li桜がとても1'れた二と"

13 その他何でも自由にゼうぞ

・現地に行くまでは不安なことし島り主 Lたが、券加Lてよか0た七麟い主す,允ユ1Lた研修旅行になり主 L た。

,とて{,イi巡'発な司1修旅イ1だりた上.f■い上ナ。仙1仙殻が窒わるー・・といウたら入裟裟小もしれませノνが、同年代の学牛が
-L二んな二も頑帳ウている上いむ 先人た'bメノ)寸、ぱらしい二術品や足日 4人が歴史に対Lて無知であるという 、 1,
^乢一、 .、゛、.、

跡、そ1 て台湾といら国女データではなく、冉分の工感で感じる二とができたのは本町にょい纒験になり支Lた,

・ 1 0 】にもIJ ハてみたか「た、6寸"。でt.'゛'ごく楽しか0 たで寸,

・と'ぐも寸げらしい罷験を、上ることが、できて、段糧な研修嫁11 上なり主 Lた。

・とても充尖した土目隅1で、、門に行0て良か0たで1、

・台絢の研修は旅勺では種対に{1'余できないことをイ槌兪でき主した。探く打えることができたのはやはり台簿と日厶の唖

史的た1棚係で司、。それをふ主え_てごれからのおhいの鬨係、判、た芯がど央ようにしたらいいのかと・ぢぇることができま

した'

・心'圓の研焔は石りこと0'て佃偵あるもので1、た.廿れだ、北一女の中徒と仲良く孝れたころにお別れだ0たので、法研

修ナる七きは足ル0Hくらいにmばしてほしい。

・あう上いみ1粥の 5 L1湖でしたか、充尖LていてどC;,楽Lめ主 Lた'また台PⅡこ打きたいと思え主 Lた,強会があれ

ぱ主た別の仙11告1笊行にも夢加L たいで,、,

・とても資坂む休験がでさました,.東耶もしてほしいです。

生に浜しか体峡でき永い貴靈な踏締をけえtくれた寸べてのhに感剤したいでt、

台北民去品IAでめお茶セミ十一はとて{、良か0たが、買い物は玲nざノ,の列1し充打が粘構惨烈で附乃た.私はそノVたに

龍わなかりたが、ノ、によりては促される主土に汎して女くないものを買,_,ている人もいた,

'寧後しボートの休姦をはじめに敦え,、Cほしか0た.

ホテルや焼行機内lt捻燥し、ごいる山、6、ヤスクがし.雲、C寸、.

,
一
一



資料⑭

2014.4.9

1台湾研修臓行に参加して、どのような慈h散の変化がありましたか。 (複数回答心

台湾研修アンケート

海外の文化や歴史への興味関心が広がった
2

3

日本の文化についても興味・関心が広がった

科学技術やITなどにも興味・関心が広がった
4

5

国際的な政治や外交などへの興味・関心が広がった
国際的な経済活動への興味・閏心が広がった

6 留学したいと思うようになった
7 海外で働きたいと思うようになった
8

)年()組氏名(

語学力を高めたいと思うようになった
9

10

誰とでもコミュニケーションできる積極性を持ちたい

11

その他

特に変化は無かった

2 幡鬨後に意識の変化を何羅かの行動に移せましたか。(核数回答可)

海外のニュースや記事を積極的に視聴
2 関心を持ったテーマについて自主的に学ぶ
3 講演会やセミナーに積極的に参加
4 授業に積極的に取り組む
5

合計

語学力を高める努力をするようになった
6 英語の検定試験を受けるようになった
7 研修で知り合った友人と連絡を取り続けている
8

21

%

その他

20)テーマ回符

'台幕"こっいて、日台関係にういて、台中鬨係にっいて
・浮世絵・仏像

4の科劉につぃて

'英語5 n本史3 世界史3 地理2 政治経済1

12

100%

5

14

57%

11

24%

12

67%

3

8

52%

20

Ye5

意識や行動の変化は結果として表れ主したか。

57%

19

NO

38%

0

具体的な結果

台湾や外国のニュースや'清勢に渕心を持0ようになった。 6
・海外に友述ができ、連絡を取るようになりました。 6
・G-TEC の点数が上がった。

台湾で学生述動などがあ0たとき、注意するようになったり、"アジア"という単位で
物心をとらえるようになった'

・日本文化に興峡を持つことができた。

ホームスティ先の子に、日本や私の学校生活のことを伝えるために日常の出来喫を
英語でどのように爽・J、か胃えるようにな0た。

95%

0

90%

合計

UI

0%

0%

巧

%

4

0

71%

8

19%

13

0%

38%

20

62%

5%

95%

5%

17

4

81%

19%



歴史を学ぶのがより楽しくなり、またその歴史を経た経緯に対して深く興昧が及ぶよ
うになった。

ぢぇ方がグローバル化した,コミュ出ケーションカが高ま。た,

愆欲や興1朱・1掲心の高まりば現在も削謂売Lてぃますか。4

Ye5

NO

理山

将来強く他1・珂の人と開わりたいともっと強く思うようになった。
海外での英語'の必要さを身をもっ、て尖感したから。友人ができたことで、仙の劇に
朋心がより強ま0たから。 2

違う文化で脊った同世代の人たちと卸り会えたので今でも向こうの文化などにっ
いての会H舌ができていると思うから。 2

打本文化などをまなび減そうと'恨った。
前よりも海外のニュースを見るようにな0た。

英語を使っても0とコミュニケーションをとりたいと思、うようになった。 3
ホームスティ先のべアのこと速絡を取り統けてぃるから、友人ができたから 6
ニュースなどで台湾の話題があるたびに思い出Lて、そのことに興味を持った"
寺ミ轟を忌互,長らないと行'けないと思、う。 2

台湾での出来事や体験は私にと0てはとても大きく、も0とも0と広い世界を,て
みたいと思、うようにな0たから。

台湾にっいて学ソνだことで視野が広がり、いろいろな野えや興映を持心△でもム
湾で疑問に思ったことは詞べたり司・るから。
凶際政治に興昧がでてきて、大学の学噺1選びにも参苫になうたから。
テレビや新惜卜製舗響で「台湾」やそれに関する言葉を聞くと白然に目がいくから。

六湾研修旅行は、あなたにと0てどんな意味を持ちましたか。
もっとお互いのことを知"、関係を深くtるには言諾の習得や他国の文化を知る こ

とが不可欠だと思0た、 5

海外の友達もできた。 3

ホームスティや耕なしで海外に行くことなど、初めての体験を多くtることがーキ
た。たくさノνの東上敷を受けた,有意義な経験にな0た。 2

森外をより身近に感じるようにな"、関心が商まうた。視野●§広が。た。フ
勉強1寸、る工t1床が少、しわか0た。

日本と外屡W"弱係を弩える kで、いろいろな立場で考える、ということを実践でキ
たきっかけ。

初めて夕H司の文化に触れられた。 2

R本がどのような倒か汚えるき0かけになった" 2

"アジア"という仟組みで物事を兒るようになれた。
白分の将来に海外は全く閣係ないと思0ていたが、社会に出る以 1ヤ必炉不可欠なの
だと戀った,

海外の人から見た日本にっいての話も聞くことができるようになった。
自分にはまだ主だ英語力が足りないと実感した{方で、英許を母国証としない国で
も、その匡1の文化や考え力を、英語を通じて知ることができる、つながることがで
きるというのはとても魅力的だと感じた。

台湾研修はH本や膚分のことをもう一皮見っめ直tことのでキる時問だ。た。

112-

100%

0%

21

0

5


